
東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
、
税

収
減
な
ど
区
財
政
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
区
民
の
暮
ら
し
も
苦
し
く
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
区
民

の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
真
剣

な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
が
年
間

８００
件
以
上
増
え
続
け
て
い
る
。
こ

れ
以
上
の
貧
困
拡
大
を
防
ぎ
、
責

任
あ
る
施
策
の
実
施
を
。
高
齢
者

へ
の
入
院
時
見
舞
金
や
医
療
費
助

成
事
業
の
実
施
を
検
討
す
べ
き
。

新
規
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
な
ど
、
早
急
な
基
盤
整
備
を
。

経
営
革
新
計
画
は
区
民
施
策
の
切

捨
て
と
区
民
負
担
増
の
押
付
け
。

子
ど
も
と
教
育
に
惜
し
み
な
い
予

算
措
置
を
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
縮
小

・
統
廃
合
に
よ
る
教
育
相
談
事
業

の
軽
視
は
許
さ
れ
な
い
。
本
庁
舎

南
館
解
体
時
の
発
注
ミ
ス
に
対
し
、

区
長
及
び
区
の
幹
部
が
共
同
責
任

を
負
う
べ
き
。
木
造
住
宅
耐
震
化

に
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢
が
見

ら
れ
な
い
。
区
民
の
放
射
線
被
害

の
不
安
に
こ
た
え
る
た
め
専
門
部

署
の
設
置
を
。
中
小
企
業
や
商
店

街
へ
の
早
急
な
支
援
強
化
な
ど
産

業
経
済
施
策
の
抜
本
的
な
充
実
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
区
民
を

大
切
に
し
、
力
を
合
わ
せ
て
板
橋

を
再
生
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
区
政
発

展
の
最
大
の
保
障
。

以
上
に
よ
り
、
２３
年
度
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

２３
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
、

福
島
第
一
原
発
の
事
故
な
ど
、
国

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

出
来
事
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

以
下
、
主
な
事
業
に
つ
い
て
評

価
す
る
。
教
育
分
野
で
は
、
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
学
習
の
拡
大
、
全
校

図
書
館
に
司
書
配
置
、
あ
い
キ
ッ

ズ
実
施
校
を
１７
校
に
拡
大
し
た
。

子
育
て
分
野
で
は
、
保
育
所
定

員
を
増
員
し
、
認
証
保
育
所
助
成

金
を
増
額
し
た
。

福
祉
分
野
で
は
、
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
と
三
園
福
祉
園
を

開
設
し
、
支
援
体
制
を
整
備
し
た
。

産
業
分
野
で
は
、
新
製
品
・
新

技
術
開
発
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
、
地

域
連
携
型
モ
デ
ル
商
店
街
事
業
、

若
者
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

で
、
産
業
雇
用
の
促
進
を
図
っ
た
。

防
災
分
野
で
は
、
備
蓄
物
資
充

実
、
帰
宅
困
難
者
待
機
施
設
の
整

備
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
に

よ
り
、
安
全
安
心
を
前
進
さ
せ
た
。

２３
年
度
の
財
政
運
営
で
は
、
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
に
あ
っ
て
も
、

区
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
こ
と
を
念
頭
に
予
算
の

執
行
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
更
な
る
行
財
政
改
革
の

推
進
と
強
固
か
つ
弾
力
的
な
健
全

財
政
基
盤
確
立
を
強
く
要
望
す
る
。

以
上
に
よ
り
、
２３
年
度
決
算
の

認
定
に
賛
意
を
表
す
る
。

２３
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
や

原
発
事
故
に
よ
る
影
響
の
対
応
に

追
わ
れ
る
年
と
な
り
、
原
発
の
安

全
神
話
の
崩
壊
と
と
も
に
、
政
治

へ
の
不
信
感
が
さ
ら
に
増
大
し
た
。

こ
の
大
震
災
後
と
い
う
変
化
の
年

度
に
区
と
し
て
は
大
き
な
第
一
歩

を
踏
み
出
せ
た
の
か
。

区
と
し
て
放
射
線
対
策
に
取
り

組
ん
だ
が
不
十
分
。
給
食
の
産
地

表
示
の
方
法
は
、
学
校
ご
と
の
自

主
性
に
委
ね
る
と
し
バ
ラ
バ
ラ
。

事
故
対
応
や
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い

て
は
、
区
民
に
と
っ
て
、
よ
り
良

い
方
法
を
教
育
委
員
会
で
指
導
す

べ
き
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
で
は
、

早
期
の
新
電
力
導
入
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
に
向
け
て
、
大
々

的
に
実
行
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
。
新
し
い
公
共
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
各
課
を
ま
た
い
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
。
ま
た
、
積
極
的

に
新
し
い
団
体
や
若
者
の
声
も
取

り
入
れ
る
工
夫
を
。
重
度
障
が
い

者
と
事
業
者
が
居
宅
生
活
支
援

費
・
介
護
給
付
費
を
不
正
請
求
し

た
件
に
つ
い
て
は
、
区
は
利
用
者

や
区
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
。
不
正
が
あ
っ
た
事
実
を
区

民
に
示
せ
な
い
様
な
責
任
逃
れ
の

民
営
化
は
容
認
で
き
な
い
。
告
訴

状
に
つ
い
て
も
適
切
な
対
応
を
。

以
上
に
よ
り
、
２３
年
度
決
算
の

一
般
会
計
の
認
定
に
反
対
し
、
特

別
会
計
の
認
定
に
賛
意
を
表
す
る
。

２３
年
度
に
発
生
し
た
大
震
災
に

よ
り
、
区
の
財
政
状
況
は
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
保
育
園

の
官
民
格
差
の
是
正
や
窓
口
業
務

の
民
間
委
託
な
ど
、
行
政
の
身
を

切
る
構
造
改
革
に
挑
戦
さ
れ
た
い
。

以
下
、
施
策
に
関
し
要
望
す
る
。

子
育
て
支
援
で
は
、
早
急
に
待

機
児
童
ゼ
ロ
の
実
現
を
。

教
育
・
文
化
施
策
で
は
、
あ
い

キ
ッ
ズ
事
業
の
２７
年
度
ま
で
の
完

全
実
施
、
い
じ
め
防
止
対
策
強
化
、

大
山
小
へ
の
手
厚
い
教
員
配
置
を
。

区
民
の
健
康
と
女
性
施
策
で
は
、

３０
歳
か
ら
の
乳
が
ん
検
診
実
施
、

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
国
へ
の
財
政
措
置
要
望
を
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
施
策
で
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
支
援
の
早
急

な
確
立
、
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
本
庁
舎
１
階
へ
の
設
置
を
。

区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
実
現
、
新
南
館
に

Ａ
Ｔ
Ｍ
付
き
の
コ
ン
ビ
ニ
設
置
を
。

安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り
で
は
、

老
朽
家
屋
・
空
き
地
・
ご
み
屋
敷

対
策
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
契
約

相
手
と
内
容
の
見
直
し
を
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

で
は
、
財
政
運
営
の
改
善
を
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
で
は
、

今
後
と
も
適
正
な
会
計
運
営
を
。

以
上
、
２３
年
度
決
算
の
認
定
に

賛
意
を
表
す
る
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す

る
数
々
の
過
酷
な
現
実
が
、
区
の

財
政
に
対
し
て
厳
し
い
課
題
を
突

き
付
け
て
い
る
。
区
民
の
生
活
を

守
り
つ
つ
、
持
続
可
能
な
区
政
経

営
を
続
け
る
た
め
に
、
区
長
が
政

治
力
を
発
揮
し
て
、
国
や
都
と
権

限
・
財
源
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

以
下
、
事
業
に
つ
い
て
要
望
す

る
。
生
活
保
護
受
給
者
に
は
手
厚

く
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
不
正

受
給
・
不
適
切
受
給
に
対
し
て
確

実
に
対
応
を
。
南
館
改
築
は
こ
れ

以
上
一
般
財
源
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
、
区
の
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
入
れ
を
行
わ
な
い
こ
と
。

旧
高
島
第
七
小
跡
地
の
活
用
は
方

針
転
換
を
。
民
営
化
さ
れ
た
保
育

園
の
保
育
士
離
職
の
原
因
を
突
き

止
め
、
保
育
士
定
着
に
努
力
を
。

協
同
学
習
型
授
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
試
験
的
導
入
へ
取

組
み
を
。
い
じ
め
や
不
登
校
へ
の

対
策
強
化
を
。
区
に
児
童
相
談
所

の
設
置
を
。
２７
年
度
ま
で
に
全
校

実
施
と
な
っ
て
い
る
あ
い
キ
ッ
ズ

の
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
再
確
認

を
。
学
校
選
択
制
の
廃
止
を
。
放

射
線
計
測
機
の
購
入
を
。

特
別
会
計
で
は
、
収
入
未
済
の

解
消
を
。
医
療
費
・
介
護
給
付
費

抑
制
の
取
組
み
を
。

以
上
、
２３
年
度
決
算
の
認
定
に

賛
意
を
表
す
る
。

安
全
・
安
心
な
板
橋
区
政
を
実

現
す
る
た
め
に
決
算
を
検
証
し
、

２５
年
度
の
予
算
編
成
に
活
か
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

一
般
会
計
で
は
、
聖
域
な
き
行

財
政
改
革
の
断
行
を
。
収
入
未
済

と
不
能
欠
損
を
解
消
し
、
安
定
的

な
行
政
運
営
と
区
民
負
担
の
公
平

を
。
都
区
の
地
域
防
災
計
画
と
連

携
を
含
め
検
討
し
、
災
害
対
策
の

充
実
を
。
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
用
な
ど
で
自
立
を
促
し
、
生

活
保
護
費
の
抑
制
を
。
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
薬
の
普
及
・
啓
発
を
。
市
民

後
見
人
の
活
用
を
後
押
し
し
、
認

知
症
高
齢
者
は
区
が
支
え
る
と
い

う
強
い
意
志
を
。
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
取
組
み
を
。
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
年
齢

の
引
下
げ
を
。
特
定
不
妊
治
療
に

助
成
を
。
就
労
支
援
の
充
実
・
拡

張
を
。
放
置
自
転
車
の
抜
本
的
な

解
消
の
た
め
、
駅
前
用
地
の
確
保

と
駐
輪
場
の
立
体
化
、
地
下
化
を

含
め
た
整
備
の
対
応
を
。
区
立
・

区
営
住
宅
の
収
入
未
済
の
徴
収
率

の
向
上
を
。
い
じ
め
に
特
化
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
継
続
的
実
施
を
。

登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、

事
故
防
止
に
向
け
て
対
応
を
。

特
別
会
計
で
は
、
収
入
未
済
と

不
能
欠
損
の
減
少
の
た
め
、
督
促

の
強
化
を
。

以
上
、
２３
年
度
決
算
の
認
定
に

賛
意
を
表
す
る
。

２３
年
度
は
、
３
月
１１
日
の
大
震

災
及
び
福
島
第
一
原
発
の
事
故
を

受
け
、
職
員
派
遣
に
よ
る
被
災
地

の
復
興
支
援
、
被
災
者
の
受
入
れ
、

防
災
に
関
す
る
見
直
し
や
備
え
と

い
っ
た
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
た

一
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
放
射
能

に
対
し
て
迅
速
な
対
策
と
対
応
を

迫
ら
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

以
下
、
施
策
に
関
し
要
望
す
る
。

子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守

る
た
め
、
予
防
原
則
の
立
場
か
ら

一
層
の
努
力
と
継
続
的
な
対
策
を
。

原
発
が
な
い
社
会
へ
の
姿
勢
を

明
確
に
打
ち
出
し
、
原
発
に
依
存

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
か
ら
の
脱

却
、
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
実
施
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
を
。

よ
り
多
く
の
女
性
を
地
域
防
災

計
画
の
改
正
に
参
画
さ
せ
、
誰
に

で
も
優
し
い
避
難
所
運
営
や
実
効

性
あ
る
備
蓄
を
。
ま
た
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
に
つ
い
て
隣
接

自
治
体
や
都
と
の
連
携
の
充
実
を
。

居
宅
生
活
支
援
費
及
び
介
護
給

付
費
の
不
正
請
求
で
は
、
誰
も
が

納
得
で
き
る
報
告
を
。
ま
た
、
今

後
の
対
応
策
を
し
っ
か
り
と
ま
と

め
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
せ
よ
。

陳
情
で
採
択
さ
れ
た
出
産
後
１

か
月
健
診
の
早
期
実
施
を
。

以
上
、
２３
年
度
決
算
の
認
定
に

賛
意
を
表
す
る
。

区民の暮らしの困難に

目を向け区民本位に

よる区政の実現を

（反 対）

共 産 党

強固かつ弾力的な

健全財政基盤の確立を

（賛 成）

自 民 党

行財政改革の推進で

健全な財政構造の確立を

（賛 成）

公 明 党

政治力を発揮して

国・都と財源の交渉を

（賛 成）

民 主 党

安 全 ・ 安 心 な

区 政 の 実 現 を

（賛 成）

合同クラブ

民営化推進に伴う

トラブルに対し適切な

対応と情報開示を

（一般会計に反対）特別会計に賛成

無 所 属

再生可能なエネルギーの

普 及 と 拡 大 を

（賛 成）

生活者ネット

構成比
５７．４％
１２．９％
１０．８％
５．５％
４．５％
３．８％
３．６％
０．９％
０．６％

決算額
１０４，２３８，７３３，１５１
２３，４３１，１９７，６６０
１９，６５８，２００，１８７
１０，０３９，１６７，５５０
８，１６１，６４０，１１４
６，８９０，６８７，０３５
６，４９５，６０２，３９４
１，５１８，０３９，２００
１，０７６，６１２，６６３

歳出
福祉費
教育費
総務費
土木費
資源環境費
公債費
衛生費
産業経済費
その他

構成比
３１．９％
２２．１％
２１．０％
５．７％
４．４％
３．０％
２．８％
２．６％
６．５％

決算額
５９，０８６，９１４，０００
４１，０１７，９５５，３２６
３８，８４９，７４２，３１３
１０，５３９，７０４，２１７
８，１０４，４９０，９８５
５，５９４，７１８，０００
５，０９１，０００，０００
４，７９２，５２４，２８８
１２，２１５，４７０，６２１

歳入
特別区交付金
特別区税
国庫支出金
都支出金
繰入金
地方消費税交付金
特別区債
使用料及び手数料
その他

平成２３年度一般会計・特別会計決算総額
歳 出 総 額

１８１５億０９８７万９９５４円

５５１億９４９７万１１４４円

２８７億８１７３万４１１６円

８８億３９８６万４４２８円

歳 入 総 額

１８５２億９２５１万９７５０円

５８９億９３０９万９５４２円

２９５億５５３５万８７８０円

９０億１８４９万２２５６円

会 計 名

一 般 会 計

国民健康保険事業特別会計

介護保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

決決

算算

にに

対対

すす

るる

討討

論論
（（
要要
旨旨
））

１１
月
５
日
の
本
会
議
最
終
日
に
、
決
算
調
査
特
別
委
員
長
が
調

査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
会
派
が
２３
年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
の
各
決
算
に
つ
い
て
、
討
論
（
左
記
に
決
算
に
対
す
る

各
会
派
の
態
度
と
要
旨
）
を
行
い
ま
し
た
。

平成２３年度一般会計歳入歳出決算総額内訳 （単位：円・％）

平成２４年（２０１２年）１１月２５日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第１６２号


